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金木町 

老人保健福祉計画策定 
	平成6年度を始期とし、平成11年度を 

	目 標 と す る 6 カ 年 計 画 

計画の背景 

わが国の65歳以上の人口割合は、今後急速に進み2020年 

（平成32年）には国民の4 人に 1人が65歳以上であると予測

され、さらに核家族化・小家族化の進展、女性の社会進出による

介護力の低下などの変化に対応するために社会福祉の新展開が必

要とされる。 

＼ゾ／ 

これを踏まえ国では、平成元年12月に「高齢者保健福祉推進

十カ年戦略」 （ゴールドプラン）を策定し、地方公共団体におい

ても介護を要する老人の介護サービスのニーズに適合したサービ

ス提供体制の整備を計画的に取り組んでいく必要があるとされて

います。 

、／ 

こうして、高齢者が健康で生きがいを持ち、安心して生活でき

る社会づくりを目指し、町では平成4年度から「金木町老人福祉

計画」の作成を開始。 

平成4年9 月には、65歳以上の老人を対象としたニーズ調査

を実施し、問題点を把握しながら集計結果を計画に反映。また、 

保健、福祉各関係機関から構成された計画作成委員会で、様々な

検討を重ねてきた。 

×／/  

そして、平成6年3 月7 日老人保健福祉計画の策定となった。 
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き
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サ
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ス
事
業
 日

常
生
活
に
支
障
の
あ
る
高
齢

の
い
る
家
庭
に
た
い
し
て
介
護

家
事
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
目
的
と

ま
す
。
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昭
和
4
5年
ー
平
成
2
年
ま
で
の

庁
統
計
局
「
国
勢
調
査
」
の
総
人

成
7
、
1
2年
の
人
口
を
推
計
。
 

6
5歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
、
国

町
は
大
き
く
上
回
っ
て
る
。
 

5
回
の
総
務

勿
 

口
か
ら
、
平

位
 

単
 

、
県
を
金
木
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⑥計画事業の三本柱 

シ
ョ
ー
ト
 

ス
テ
イ
事
業
 ま

す
。
 

寝
た
き
り
老
人
等
の
高
齢
者
を
入
 

護
者
に
代
っ
て
、
特
別
養
護
老

・
 

ホ
ー
ム
等
で
短
期
間
お
預
か
り

1
 「 ~「 ~「 

実施回数 実施施設 実施 日数 派遣回数 へルパー数 

現
 
在
 

ミニデ’イ 
サービス 

（委託） 
1カ所 

現
 
在
  

149回 
現
 
在
 

週1~2回 8 人 
9 9 回 

平
成
1
1
年
度
  

1カ所 

平
成
1
1
年
度
  

1,743回 

平
成
1
1
1
年
度
 

週1~3回 14 人 3,33 71!1 

金木町 

金木町（27.2%) 

青森県（20.6%) 

全 国（17.0%) 

S45 S50 S55 S 60 H
 

。
乙
 

H
 

[

'
 

l-i12 

昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成 2年 平成 7年 月勾戎12年 

全 	国 7.1 7.9 9.1 10.3 12.0 14 一 5 17.0 
青 森 県 6.3 7.5 8.8 10.4 12.9 16.6 20.6 
金 木 田丁 7.7 9.5 11.4 13.1 16.1 20.9 27.2 



どーぞテープカットです 
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二雁需,受二 

今日は晴れてよかったわっ 

次はどちらへ？ 	 参加者全員、真剣 お父さんお母さんに大人気 

半 I 
、~ 

~ 

県
立
芦
野
公
園
 

47万1千人の 

観光客で賑わう 

 

毎
年
恒
例
の
金
木

さ
く
ら
ま
つ
り
が
、

四
月
二
十
九

日
か
ら
五
月
五
日
ま
で

一
週
間
に
わ
た
り
芦
野
公
園
で

開
か
れ
、
県
内
外
か
ら
の
家
族
連
れ
や
観
光
客
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
 

芦
野
公
園
は
、
日
本
さ
く
ら
の
会
に
よ
り
「
全
国
桜

の
名
所
百
選
」
 
に
も選
定
さ
れ
て
い
る
西
北
五
地
方
最

大
の
さ
く
ら
の
名
所
。

ソ
メ
イ
ョ
シ
ノ
、
北
海
道
松
前

町
の
八
重
桜
な
ど
二
千
三
百
本
が

ま
つ
り
に
合
わ
せ
た

か
の
よ
う
に
満
開
と
な
り
、
園
内
の
至
る
所
で
職
場
の

グ
ル
ー
プ
、
家
族
連
れ
が

お
弁
当
を
広
げ
て
金
木
町
の

春
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。
 

初
日

の
二
十
九
日
は
、
小
雨
の
パ
ラ
つ
く
中
、
町
関

係
者
五
十
人
が
公
園
内
を
パ

レ
ー
ド
。
 つ
づ
い
て
、
登

仙
岬
入

ロ
で
は
、
開
会
式
が
行
わ
れ
町
観
光
協
会
長
で

あ
る
田
中
町
長
が
 
「桜
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
、
 

町
長
、
来
賓
八
人

が
花
火
を
合
図
に
一
斉
に
テ
ー
プ
カ

ツ
ト
し
、
開
幕
を
祝

い
ま
し
た
。
 

自
然
を
バ
ッ
ク
に
し
た
野
外

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
数
々

の
イ
ベ
ン
ト
や
大
会
が
ま

つ
り
を

一
層
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
 

今
年
の
さ
く
ら
ま
つ
り
が
例
年
と
ち
ょ
っ

と
違
う
の

は
、
気
候
の
せ
い
な
の
か
梅
の
花
も
同
時
期
に
咲
い
て

お
り
、
桜
と
、
梅
を

一
緒
に
楽
し
め
る
と
訪
れ
た
家
族

連
れ
に
好
評
で
し
た
。
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さ
く
ら
ま
つ
り
 

お
と
ち
ゃ
も
お
か
ち
ゃ
も
 

見
に
い
っ
た
が
 あ
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員 長 長長勤 
続 

米伊今泉秋木須成章 

田 川 田 庭下川 元谷川 川 田部藤島元 谷岡 谷元 田崎田 

邦 昭 裕良佳一哲文昌良照梶 輝武久秀忠悠 

通男進 夫実具一世仁夫則弘一光美 猛英光友樹宣悦勉 

△ 
団 班 部分二 

m 十 ” 	ノJ 
“」年 

部
 
長
 
小
 

野
 
正
 
一
 
△
十
五
年
勤
続
章
 

△ 
団 班十 	 団 班 部分 

勤” ” " " " 'I 
員 長続 	 員 長 長長 

章 
前 白 前 桜木白秋泉 白 白 沢阿加津秋 

観
閲
式
 

金
木
北
部
消
防
団
連
絡
協
議
会
 

（
会長
廿
其
田
輝
夫
）
主
催
に
よ

る
定
期
連
合
観
閲
式
が
五
月
三
日

芦
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
金

木
町
、
中
里
町
、
市
浦
村
、
小
泊

村
各
消
防
団
か
ら
、
七
百
六
十
八

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
始
め
に
、
殉
職
消
防

職
員
、
団
貝
に
対
し
黙
と
う
を
さ

さ
げ
、
つ
づ
い
て
田
中
町
長
ら
が
、
 

姿
勢
、
服
装
や
機
械
器
具
な
ど
の

点
検
を
行
な
っ
た
後
、
か
わ
い
い

金
木
幼
稚
園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

に
よ
る
消
防
遊
戯
、
嘉
瀬
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
に
よ
る
消
火
訓
練
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
団
員
全
員
に
よ
る
見

事
な
分
列
行
進
が
お
こ
な
わ
れ
芦

野
公
園
に
来
て
い
た
花
見
客
は
足

を
止
め
消
防
団
員
の
勇
姿
に
大
き

な
拍
手
と
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。
 

こ
の
観
閲
式
で
行
わ
れ
た
各
表

彰
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
 

（
金木
町
分
）
 

◆
消
防
庁
長
官
表
彰
 

△
永
年
勤
続
功
労
章
 

分
団

長
 
泉
 
谷
 
唯
 
男
 

◆
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
 

△
勤
続
章
 

副
団

長
 
今
 
喜

代
治
 

班
 

副
分
団
長
 
津
 
島
 
康
 

”
 
吉
 
田
 

”
 
小
 

松
 
久
 

◆
青
森
県
消
防
協
会
長
表
彰
 

△
優
良
消
防
分
団
 

金
木
町
 
第

5
分
団
 

△
優
良
消
防
分
団

（
現場
功
労
）
 

金
木
町
 

第
6
分
団
 

△
功
労
章
 
団
 

副
団

長
 
今
 
喜

代
治
 

代
 

副
分
団
長
 

"
  

部
 

長

△
勤
功
章
 

部
 

長
 

団
 

員
 

団
 

員
 
其
 

”
 

白
 

”
 
浅
 一

ニ
 

秋
 

”
 
櫛
 

◆
青
森
県
消
防
協
会
北
五
支
部
長
 

表
彰
 

副
分
団
長
 

部
 

長
 

団
 

員
 

"
 

◆
金
木
北
部
消
防
団
連
絡
協
議
会
 

長
表
彰
 

班
 

長
 

"
  

団
 

員
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今 

一倶進男 

桑中松 小小前吉津今

田 野川 野松田 田 島

哲 兼 正久 康喜

明 治良 一倶勲進男 治 

団
 

引 元上利 川 田 

優 文英仲 

清毅茂雄憲功 

表◆ 
団部彰西 

1/ 

員長 消 員長長 
防 

吉徳毛 団平原 白 中古 
連 

崎田 内 
協 

孝重英 議久 弘晴政 
4、 
云 

雄夫雄 長悦忍行雄信 

桜鳴秋外伊」、 
山 

庭海元崎藤内 

日召正 宏友正

夫純毅治章一 



瓦瓦議~話雄護舞に鼻本誘欝難 

ジェット練習機 

芦野令馬u三設置さ1可燭 

2名 

17 一 85m 

7.88m 

4 一 39m 

9.8t 

員
 
長
 
幅
 
高
 
量

体
 
乗
 
全
 
全
 
全
 重
 

機 『 

清
掃

奉

仕
 

金
木
町
校
外
指
導
連
絡
協
議
会
 

（
会長
廿
片
田
興
）
は
、
児
童
生

徒
の
健
全
育
成
活
動
の

一
貫
と
し

て
金
木
町
内
の
小
・
中
・
高
校
生

に
よ
る
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
 

四
月
二
十
三
日
金
木
小
学
校
百

五
人
、
金
木
中
学
校
九
＋
六
人
、
 

金
木
高
校
八
十
人
が
さ
く
ら
ま
つ

り
開
幕
前
に
芦
野
公
園
を
訪
れ
る
 
 花

見
客
に
き
れ
い
な
公
園
で
桜
を

見
て
頂
き
た
い
と
、
デ
レ
ギ
と
ご

み
袋
を
手
に
公
園
内
を
清
掃
し
ま

し
た
。
 

ま
た
、
金
木
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会

（
会長
廿
木
村
不
二
男
）
は
四

月
二
十
五
日
、
小
雨
の
降
る
早
朝

に
も
か
か
わ
ら
ず
参
加
者
五
十
人

が
班
ご
と
に
分
か
れ
公
園
内
を
す

み
ず
み
ま
で
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
、
さ
く
ら
ま
つ
り
期
間
中
 

前
日
の
ご
み
を
残
さ
な
い
よ
う
に

と
毎
朝
清
掃
活
動
を
し
て
も
ら
い

見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
リ
ま

し
た
。
 

今
だ
変
わ
ら
ず
減
る
こ
と
の
な

い
ご
み
。
き
れ
い
な
町
で
い
ら
れ

る
の
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
を

は
じ
め
と
し
て
定
期
的
に
清
掃
を

行
っ
て
下
さ
る
方
の
い
る
こ
と
を

忘
れ
た
く
な
い
も
の
で
す
。
 

金
木
町
が
貸
与
を
受
け
た
T
2
 

型

（
超音
速
高
等
練
習
機
）
の
除

幕
式
が
設
置
場
所
で
あ
る
芦
野
公

園
内
B
&
G
プ
ー
ル
東
側
で
四
月

十
七
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
に
は
、
田
中
町
長
や
町
議
会

議
員
、
自
衛
隊
関
係
者
ら
七
十
四

人
が
出
席
。
小
田
桐
喜
吉
町
議
会

議
長
な
ど
に
よ
る
除
幕
後
、
修
秋

の
儀
や
玉
ぐ
し
奉
て
ん
な
ど
神
事

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

天
気
の
良
い
休
日
は
、
ジ
ェ
ッ

ト
練
習
機
の
周
り
は
カ
メ
ラ
を
持

っ
た
家
族
連
れ
や
さ
く
ら
ま
つ
り

に
訪
れ
た
観
光
客
の
絶
好
の
撮
影

場
所
と
な
り
賑
わ
い
ま
し
た
。
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朝早くごくろうさま（老人クラブ） 

き
れ
い
存
ま
ち
 



祭 

さ 

ら 
植 

樹 

麟 
植樹する今県議（右）と田中町長 

り
、
 

五

・
 

・
・ケ
 年

 
画

こ
・
・
 

i
終

・
 

ー
了
 

四
月
十
七
日
、
小
雨
の
中
五
十

人
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
芦
野
公

園
内
に
造
成
さ
れ
て
い
る
新
し
い

動
物
広
場
に
 
「南
殿
」
や
「
天
の

川
」
等
桜
の
苗
木
二
十
種
類
百
一
一

十
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
金
木
町
さ
く
ら
の
会

（
 

会
長
廿
沢
田
実
）
で
 
「日
本
さ
く

ら
名
所
百
選
」
に
選
ば
れ
て
い
る

芦
野
公
園
に
、
平
成
二
年
度
か
ら

平
成
六
年
度
ま
で
の
五
ケ
年
計
画

で
北
海
道
の
松
前
町
の
桜
を
植
樹

し
続
け
て
い
る
も
の
で
、
五
カ
年
 
 

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
己
と
あ
い
さ
つ
。
 

沢
田
会
長
が
 
「今
年
で
五
カ
年
計

画
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
今
後
さ

く
ら
の
会
の
会
員
を
募
集
し
、
芦

野
公
園
の
桜
の
た
め
に

活
動
し
て
い
き
た
い
己

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
参
加
者
は
、
 

家
か
ら
持
参
し
た
ス
コ

ッ
プ
や
バ
ケ
ツ
を
手
に

丁
寧
に
植
樹
。
 

来
年
か
ら
松
前
の
清

水
猛
さ
ん
は
三
十
本
程

度
の
苗
木
を
送
り
、
枯

れ
た
桜
の
植
え
替
え
な

ど
に
協
力
し
て
く
だ
さ

る
そ
う
で
す
。
 

町
と
営
林
署
が
主
催
し
た
桜
の

植
樹
祭
が
四
月
二
十
五
日
小
田
川

ダ
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

芦
野
公
園
に
負
け
な
い
桜
の
名

所
を
目
指
し
桜
を
植
樹
し
て
今
年

で
四
年
目
を
む
か
え
ま
し
た
。
 

植
樹
に
先
立
ち
今
誠
康
県
議
、
 

尾
崎
金
木
営
林
署
長
が
自
然
の
大

切
さ
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
こ
の

後
、
営
林
署
職
員
に
よ
る
植
樹
実

技
指
導
が
行
わ
れ
、
早
速
集
ま
っ

た
9
0名
が
 
「ソ
メ
イ
ョ
シ
ノ
」
 
の
 

数
年
後
の
春
、
満
開
の
さ
く
ら

に
会
え
そ
う
で
す
。
 

⑦ 広報かなぎ~川mIImmIIII 

で
五
十
三
種
類
、
約
六
百
本
が
植

え
ら
れ
ま
し
た
。
 

激
励
に
か
け
つ
け
た
田
中
町
長

が
「
五
年
間
公
園
を
き
れ
い
に
し

て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

→
ー
 

一三
ロ
 

どっこらしょっと 

夢
咲
、
 
灘
難

舞
簿
 

カ

せ

【
、
紗
「
切
れ

を
結
ん
で
し
く
人そ
 



一
 

一
 

一
 

一
 

(
 

お
ら
ほ
の
仲
間
つ
こ
 

が
金
曜

会

ガ
 

o り。1cZ 

ケチャップ 	大サジ1 
ウスターソース 小サジ2 

作り方 

①衣は卵を溶きほぐし、牛乳、スイー 

トコーンを加え、次に小麦粉をダマ

にならないように混ぜる。最後にみ

じん切りにしたハムとパセリを加え

混ぜる。 

②皮と骨を取った魚に塩・こしょうし

て、小麦粉を薄くまぶしはたいてお

く。 

③フライパンを暖め、マーガリンを溶

かし、魚に衣をつけて中火で裏表を

焼く。 

④皿の手前に魚、後に野菜・レモンを

盛り、ソースを添えてできあがり 0 

食 
秋 生 

難 
スー 
さ 
ん 

今回は魚の嫌いなお子様にもおいしく

いただける一品。皆さんもどうぞお試

し下さい。 

凡喝 

●魚の衣焼き 

食品 10種類 塩分 2.2g 

材 料（ 4 人分） 

白身魚 

塩 	 」 

こしょう、小麦粉 

可、麦粉 	 ナ 

スイートコーン 

（クリーム） 

ノ、ム 

ーノぐセリみじん切り 

マーガリン 

（つけ合わせ） 

ブロッコリー 

トマト 

レモン 

（ソース） 

乳
 

卵
牛
 

衣
 

25g を12切

小サジ1 

大サジ2 

小1個 

大サジ1 

50g 

30 g 

log 
20 g 

120g 

1個 

1/2個 
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ことが大好きな金曜会のみなさん 

一
 
団

子
、
赤
飯
な
ど
を
次
回
訪
問
す

一
 
当
会
は
、
主
婦
を
中
心
と
し
昭
 
る
と
き
に
差
し
入
れ
て
い
ま
す
。
 一

一
和
六
十
三
年
に
金
曜
会

（
会長
廿
 
最
後

に
会
員
一
同
今
後
と
も
頑
張

一

一
今
と
し
）
と
し
て
始
め
ら
れ
、
今
 
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
一
 

一
年
で
七
年
目
に
な
り
ま
す
。
 

ま
す
。
 

一
 

(
 

踊

入
れ
て
、
羽
織
に
着
替
え
一
 
一
 

斉
に
練
習
。
今
で
は
、
年
に

一

何
度
か
あ
し
の
園
や
青
和
園
、
内
一

潟
養
護
園
の
慰
間
に
招
か
れ
披
露
一

さ
せ
て
頂
く
ま
で
に
な
り
、
よ
り
、
 

一
層
や
り
が
い
が
出
て
き
ま
し
た
。
 

拍
手
と
一
緒
に
お
ひ
ね
り
が
飛
ん

で
来
た
り
す
る
の
で
、
そ
の
お
ひ

ー
 

ね
り
で
、
手
作
り
の
笹
餅
、
き
び

一

団
子
、
赤
飯
な
ど
を
次
回
訪
問
す
 

女
性
の
 

心
く
ば
り
と
 

パ
ワ
ー
 

と
 

カ
セ
ッ
ト
デ
ッ
キ
に
そ
の
ー
 

る
 
日練
習
す
る
曲
の
テ
ー
ブ
を

一
 

現
在
の
会
員
は
、
元
気
の

ー
 

い
い
お
母
さ
ん
達
三
十
二
名
o
一

主
な
活
動
と
し
て
、
毎
週

一

金
曜
日
、
春
、
夏
、
秋
ま
で

ー
 

は
、
農
作
業
の
終
わ
る
午
後
一
 

7
時
か
ら
、
冬
は
時
間
に
余
一

裕
が
あ
る
の
で
午
前
十
時
か
一

ら
喜
良
市
生
活
改
善
セ
ソ
ニ
グ
ー
 

ー
で
日
舞
を
練
習
し
て
い
ま

ー
 

す
o
 

{
 

あなたの善意 

ありがとうございました 

（敬称略） 

▼斉藤淑人（畑中） 

1,000,000円

金木南中学校へ 「学校

教育の充実を図って下さ

い司 と寄附して下さいま

した。 

▼松島浩人（寺町） 

中央公民館 「かなぎブ

ライダル」 ヘウェディン

グケーキー式を寄附して

下さいました。 

YK JR INビール青森

支店 

中央公民館 「かなぎフ‘ 

ライダル」 へ冷蔵庫を寄

附して下さいました。 

▼嘉瀬老人クラフ’ 

（支部長一中村正徳） 

嘉瀬小学校と金木南中

学校へ雑巾を寄附して下

さいました。 

▼金木町 「月光の夏」 を

見る会（会長一沢田茂） 

76,950円

社会福祉協議会へ「社

会福祉に役立てて下さい司

と寄附して下さいました。 



ラ
ジ
オ
電
話

相
談
か
ら
 

ト

ト

k
張
伊ー
藤嚇
 

ふるさと発見 

ズ イ り 
このクイズは金木町にちなんだ施

設、名称、文化財などを再発見して

もらおうと問題にしたものです。 

Q・さくらまつり恒例行事で今年も 

4 月 29日に奏の河原で行われたこ

の大会の名前は何でしょう？ 

喜良市 桑 田 憂 花 さん 

金 木 山 中 なつみ さん 

金 木 小 林 貴 紀 さん 

たくさんのご応募、貴重なご意見有 

難うございます。今回当選しなかっ 

た方もこれにめげずどしどしご応募 

["""",ー鷺証こ”，""”」 

正解者の中から抽選で3 名様に素 

敵な記念品を差し上げます。どんど 

ん応募して下さい。 

応募方法 

ハガギに住所、氏名、年齢、職業、 

電話番号を記入のうえ 

①クイズの答②今月号のよかった記 

事③つまらなかった記事④ご意見・ 

ご感想を記入のうえ 

〒037-02 

金木町大字金木字朝日山323 

金木町役場企画室 

までご応募下さい。 

応募の締切は 6 月 2 日当日消印有 

効。当選者の発表は 6 月号に掲載し 

ます。 

4月号の答 希望の像 

当選者は次の 3名です。 

へ
 

車
の
ラ
ジ
オ
で
時
折
き
く
健
康

医
療
に
つ
い
て
の
電
話
相
談
。
聴

い
て
い
ま
す
と
相
談
に
は
ふ
た
つ

の
場
合
が
あ
る
よ
う
で
す
。
 

ひ
と
つ
は
医
師
に
受
診
す
る
前

の
場
合
「
 

こ
の
よ
う
な
症
状

が
あ
り
ま
す
が
ど
う
す
れ
ば
い
い

で
し
ょ
う
か
い
こ
の
場
合
の
応
答

は
判
り
易
く
「
そ
の
よ
う
で
し
た
 
 ら

何
々
科
の
先
生
の
と
こ
ろ
へ
行

か
れ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
己
 

「
は
い
、
判
り
ま
し
た
い
で
済
み

ま
す
。
私
共
医
師
の
考
え
さ
せ
ら

れ
る
の
が
第
二
の
場
合
。
 
「以
前

か
ら
近
所
の
病
院
に
行
っ
て
い
る

の
で
す
が
最
近
こ
ん
な
症
状
も
で

ま
し
て
 
い
こ

の
方
、
近
所
の

病
院
に
行
っ
た
時
、
何
を
話
し
て
 
 来

る
の
だ
ろ
う
か
。
わ
ざ
わ
ざ
電

話
で
見
え
な
い
先
生
と
話
す
よ
り
、
 

日
頃
見
な
れ
た
掛
か
り
つ
け
の
先

生
と
直
接
話
す
方
が
判
り
易
い
と

思
わ
れ
る
の
だ
が
、
出
来
な
い
の

だ
ろ
う
か
。
 

病
院
に
行
っ
て
も
医
者
や
看
護

婦
さ
ん
と
話
が
よ
く
出
来
な
い
原

因
は
い
ろ
い
ろ
で
し
ょ
う
が
、
主
 
 な

も
の
は
 
「医
者
に
話
す
と
怒
ら

れ
る
、
嫌
な
顔
を
さ
れ
る
J
 「
人

が
多
く
て
話
す
時
間
が
な
い
い
と

い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
十
分

に
患
者
さ
ん
の
話
し
を
き
い
て
診

察
し
、
よ
く
納
得
の
出
来
る
治
療

を
す
る
の
が
医
療
の
基
本
で
す
。
 

医
療
に
携
わ
る
者
は
全
て
こ
の
基

本
は
判
っ
て
い
る
筈
な
の
で
す
が

と
に
か
く
前
に
述
べ
た
よ
う
な
不

満
が
あ
る
の
も
事
実
な
の
で
あ
り

ま
す
。
 

医
者
が
怒
る
、
以
前
よ
り
は
大

分
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
注
意
を
し
つ
つ
改
善
の
方

へ
向
か
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
で
す
。
 

怒
ら
れ
た
、
と
感
じ
ら
れ
た
と
し
 
 て

も
納
得
の
い
く
怒
ら
れ
方
と
い

う
の
も
あ
る
で
し
ょ
う
か
ら
。
 

「時
間
が
な
い
い
こ
れ
も
事
実

で
す
。
患
者
さ
ん
と
医
者
の
会
話

を
最
低
十
分
と
す
る
と

一
日
に
応

対
出
来
る
患
者
さ
ん
の
数
は
？
・
少

な
い
時
間
を
お
互
い
に
理
解
し
無

駄
な
く
や
れ
る
よ
う
に
お
互
い
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
自
戒
を
こ
め

て
。
 

自
分
の
勉
強
に
と
き
い
て
い
る

こ
の
番
組
、
病
気
以
外
の
事
々
ま

で
、
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。
 

病
は
気
か
ら
、
話
す
事
に
よ
り
半

分
位
は
治
る
病
気
も
あ
る
よ
う
で

す
か
ら
。
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	ノ 

4月末現在 	前年同月比 

男 6,034人 	△ 80人 

女 6,665人 	△ 73人 

計 12,699人 	△ 153人

世帯数 3,872 △ 1 

、
 

r

人
ロ
と
世
帯

、
 

津

島
熊
太

郎

（
7
9才
）
 

佐

藤
 
末

作

（
6
8才
）
 

工
 
藤
 
久
行

（
7
0才
）
 

角
田
 
昭

良

（
5
7才
）
 

斉

藤
 
則
昭

（
6
3才
）
 

中
谷
 

カ
 
ョ
（
9
3才
）
 

須
藤
 

慶
一
 
（
7
7才
）
 

工
藤

峯
太
郎

（
7
7才
）
 

外

崎
 
ト

ギ

（
7
9才
）
 

鳴
海
 

ゆ
 
き

（
8
0オ
）
 

ー

訂

正
と
お

詫
び
 

広
報
か
な
ぎ
四
月
号

の
中

で
 
「ジ
ェ

ッ
ト
戦
闘
機
」
 
は
 

「
ジ
ェ
ッ
ト
練
習
機
」
の
誤

り
で
し
た
、
訂
正
し
て
お
詫

び
致
し
ま
す
。
 

嘉金金金川 金金金嘉金

瀬木木木倉木木木瀬木 

●

か
谷
ぎ
公
民
館
 

ブ
ラ
イ
ダ
ル
情
報
 

こ
の
度
め
で
た
く
「
か
な
ぎ
公
民
館
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」
 

（
企
画
・
進
行
井
事
務
局
「
金
木
町
中
央
公
民
館
」
）
 

に
よ
り
カ
ッ
プ
ル
と
な
ら
れ
た
方

々
を
ご
紹
介

い
た
し

ま
す
。
 

 

1L41'Py 

 

 

1994.4.29 

新郎 白川 満さん（金木） 

新婦 佐々木晴美さん（柏村） 

 

 

Wedding 

 

★
ご
結
婚
を
ご
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
金
木
町
中
央
公

民
館
に
ご
相
談
下
さ
い
。
す
べ
て
事

務
局
が
手
配

い
た
し
ま
す
。
 

(
T
E
L
5
31
3
5
8
1

)
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

、
長
利
 
輔
（
幾

夫
）
五
所川
原市
 

「
古
川
美
名
子
（
克
平
）
金
 
木
 

霧
千
熱
一
壁
鱗
樋
 

無
合
賛
発
）
林
 

露
舞

一響
霧
樋
 

嘉
 
史
磯一癖
「一
”
耗
 

倉
井
真
「
”
瞬
一
）誘

露
ひと
）輪
謎
慧
 

お
く
や
み
 

原
 
田
 
ア
 
ヤ

（
7
7才
）
嘉
 
瀬

宮
越

市
三
郎

（
8
1才
）
喜
良
市

須
崎
 

イ
サ

（
7
6才
）
嘉
 
瀬

今
 

ッ
 ナ

（
9
1才
）
金
 
木

白

川
 
や
す

（
7
6才
）
金
 
木

秋

元
 
ミ
 
ナ

（
8
6オ
）
藤
 
枝
 

(
 

はじめまして 
な 	ほ 

奈 穂ちゃん 
3 月24日生まれ 
体重 	3, 630 g 
金木芦野町 

津島和伸さんの三女 

お姉ちゃんと仲良く、た 

くましく育ってほしい。 
（母 	日奈子より） 

か ず ま 

一 真ちゃん 
3 月23日生まれ 

	

体重 	3,536g 
金木芦野町 

算用子明宏さんの長男 

元気で素直な子に育って 
ほしい。 

	

（母 	明 	美より） 

「

〔

、
  

」
  ‘

 

,
,
 

Ii
  

r
ト
p
 

 

鳳
」
 

 

戸
 籍

 の
 

（
鳴
海
 
正
純

（
正
夫
）
 

「
中
村
ま
す
み
（
正

俊
）
 

露
軸

一
誓
静
駆
 

露
桐
郁
碓一
菱
嘉
尋
 

嘉嘉嘉

瀬瀬 I頼 

お
 

4 月届出分 

窓
 

小下秋原津算

松山元田 島 用 
子 

花か夏を祐ゆ物恥奈なーカ‘ユヲ、 

帆‘ュ海み美み夢む穂お真ま 二 

r、 一、ニコーー、にこ二こ 、 
4→隆二14目吉和明 一
力舞弘博農柔 L 
こ甚とど色老 と 
嘉金川金金金 う

瀬木倉木木木 

（
中
村
 
博
彦

（
洋
子
）
 喜
良
市

青
森
市
 

「
中
村
と
し
子

（
盛
 、ーノ 
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